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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者管理システムにおいて使用する埋込型医療デバイスであって、
　該医療デバイスは、
　身体特徴を測定し、測定値を記述するデータ信号を生成することが可能なセンサーと、
　該データ信号を分析するように構成され、患者の健康のために注意すべき１つ以上の有
意な事象を識別するように構成されたプロセッサーと、
　第一のワイヤレス送信機／受信機を備えている第一の通信ユニットであって、該第一の
ワイヤレス送信機／受信機は、第一のワイヤレス送信機／受信機ユニットが外部のローカ
ル送信機／受信機ユニットの短距離遠隔測定通信の範囲内にある場合、該外部のローカル
送信機／受信機ユニットを用いてホストコンピューターと第一の通信リンクを確立するこ
とにより、該１つ以上の有意な事象の少なくとも通知を該第一の通信リンクを用いて該ホ
ストコンピューターに送達することが可能である、第一の通信ユニットと、
　第二のワイヤレス送信機／受信機ユニットを備えている第二の通信ユニットであって、
該第二のワイヤレス送信機／受信機ユニットは、パーベイシブワイヤレス通信ネットワー
クを介して該ホストコンピューターと第二の通信リンクを確立することにより、該１つ以
上の有意な事象の少なくとも通知を該第二の通信リンクを介して該ホストコンピューター
に送達することが可能である、第二の通信ユニットと、
　該第一の通信ユニットと該第二の通信ユニットとの両方に動作可能に接続された単一の
アンテナと
　を備えている、デバイス。
【請求項２】
　前記アンテナは、デュアルモードアンテナ、逆ｆ型アンテナ、単一モードアンテナ、フ
ラクタルアンテナ、８００ＭＨｚ～９５０ＭＨｚの周波数で電磁放射を送受信するように
構成されているアンテナのうちの１つである、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
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　前記パーベイシブワイヤレスネットワークは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク
またはワイヤレス広域ネットワークである、請求項１または２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記第一の通信リンクは、短距離無線周波数リンクである、請求項１～３のいずれかに
記載のデバイス。
【請求項５】
　前記アンテナは、単一モードアンテナであり、該アンテナは、８００ＭＨｚ～９５０Ｍ
Ｈｚの周波数で電磁放射を送受信するように構成され、該デバイスは、
　該短距離無線周波数リンクに対して９００ＭＨｚ～９５０ＭＨｚの周波数で電磁放射を
送受信することと、
　前記パーベイシブワイヤレス通信ネットワークとの前記第二の通信リンクに対して８０
０ＭＨｚ～９００ＭＨｚの周波数で電磁放射を送受信することと
　を行うように構成されている、請求項４に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記アンテナは、デュアルモードアンテナであり、
　８００ＭＨｚ～９５０ＭＨｚの周波数を有する第一のモードで電磁放射を送受信するこ
とと、
　１７００ＭＨｚ～２０００ＭＨｚの周波数を有する第二のモードで電磁放射を送受信す
ることと
　を行うように構成されている、請求項４に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記アンテナは、デュアルモードアンテナであり、
　前記短距離無線周波数リンクに対して９００ＭＨｚ～９５０ＭＨｚの前記第一のモード
内の周波数で電磁放射を送受信することと、
　８００ＭＨｚ～９００ＭＨｚにおける該第一のモードと、１７００ＭＨｚ～２０００Ｍ
Ｈｚにおける前記第二のモードとのうちの１つにおいて、前記パーベイシブワイヤレス通
信ネットワークとの前記第二の通信リンクに対する電磁放射を送受信することと
　を行うように構成されている、請求項６に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記第一の通信ユニットおよび前記アンテナと動作可能に接続された第一のマッチング
ネットワークと、
　前記第二の通信ユニットおよび該アンテナと動作可能に接続された第二のマッチングネ
ットワークと
　をさらに含む、請求項１～７のいずれかに記載のデバイス。
【請求項９】
　前記１つ以上の有意な事象は、心筋梗塞、代償障害事象が迫っていることを示す心臓信
号、および前記埋込型医療デバイスによる除細動ショックの送達のうちの任意のものを含
む、医学的注意に値する１つ以上の有意な医学的事象を含む、請求項１に記載のデバイス
。
【請求項１０】
　前記１つ以上の有意な事象は、システム故障、埋め込まれたリード線のインピーダンス
の有意な変化、寿命が尽きる電池の状態、前記埋込型医療デバイスのリセット、該デバイ
スが療法モードでないこと、および自己テストの失敗のうちの任意のものを含む、該デバ
イスの正しい動作を脅かす１つ以上の有意なデバイス事象を含む、請求項１に記載のデバ
イス。
【請求項１１】
　患者管理システムにおいて用いられる埋込型医療デバイスとホストコンピューターとの
間の遠隔測定の方法であって、該方法は、
　センサーおよびアンテナを備えている埋込型医療デバイスを提供することと、
　該センサーを用いて身体特徴を測定し、測定値を記述するデータ信号を生成することと
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、
　該データ信号を分析し、注意に値する１つ以上の有意な事象を識別することと、
　該埋込型医療デバイスが該ホストコンピューター内の外部のローカル送信機／受信機ユ
ニットの短距離遠隔測定通信の範囲内にある場合、該アンテナを介して第一の通信ユニッ
トによって、該埋込型医療デバイスから該ローカル送信機／受信機ユニットに、第一の通
信リンクを介してワイヤレスで送信することにより、該１つ以上の有意な事象の少なくと
も通知を該第一の通信リンクを用いて該ホストコンピューターに送達することと、
　該埋込型医療デバイスが該ローカル送信機／受信機ユニットの範囲外にある場合、該ア
ンテナを介して該１つ以上の有意な事象の通知を、該埋込型医療デバイスから該ホストコ
ンピューターに、パーベイシブワイヤレス通信ネットワークを介して第二の通信ユニット
によってワイヤレスで送信することと
　を包含する、方法。
【請求項１２】
　前記パーベイシブワイヤレスネットワークを介してワイヤレスで送信することは、ワイ
ヤレスローカルエリアネットワークまたはワイヤレス広域ネットワークを介して送信する
ことを包含する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第一の通信リンクを介してワイヤレスで送信することは、短距離無線周波数リンク
を介して送信することを包含する、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第一の通信リンクを介してワイヤレスで送信することは、９００ＭＨｚ～９５０Ｍ
Ｈｚの周波数で送信することを包含し、
　前記第二の通信リンクを介してワイヤレスで送信することは、８００ＭＨｚ～９００Ｍ
Ｈｚの周波数で送信することを包含する、請求項１１～１３のいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
　前記短距離無線周波数リンクに対して８００ＭＨｚ～９５０ＭＨｚの周波数を有する第
一のモードで電磁放射を送受信することと、
　８００ＭＨｚ～９００ＭＨｚにおける該第一のモードと、１７００ＭＨｚ～２０００Ｍ
Ｈｚにおける第二のモードとのうちの１つにおいて、前記ワイヤレス通信リンクとの第二
の通信リンクに対する該第二のモードで電磁放射を送受信することと
　を包含する、請求項１１に記載の方法。
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